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今は秋、海水浴客でにぎわった砂浜は人影

もなく、シギやチドリの楽園です。しかし、

そのかわいらしいお客達ももうすぐ南の国へ

渡っていってしまいます。そのあとに来るの

新潟市 曽我信男

己~

） は冬将軍、日本海は吹雪と北からの強風で荒

シロチドリ 2～ 3羽という ζとも多いのです。

それでも日曜日が待ち遠しくてなりません。

珍客に会えるかもしれないからです。新潟市

上新栄町の海岸では、ユキホオジロを1979年

2月26日（3 5)5)）、 1980年 l月19日 （5羽）

と2年続けて観察する ζ とができま した。れ狂います。今回紹介する私のフィーノレドは、

新潟市の小針浜から五十嵐浜にかけての日本

海岸です。乙の海岸は、と乙ろど乙ろ冬の荒

波で侵食されていますが、比較的広い砂浜に

なっています。時々、西蒲原郡巻町の四ツ郷

屋浜、越前浜、角田浜まで足を伸ばす乙とも

あります。

冬の海岸は、秋と比べて観察される野鳥の

種類、数ともに激減します。小針浜から五十

嵐浜、新川の河口まで歩いて、観察した鳥が

ユキホオジロは美しい野鳥ですが、足が短

かく、両足をそろえてピョン ・ピョンとはね、

海岸lζ打ち上け．られたゴミの中から採餌して

いる姿は、ハツカネズミのようで、いささか

減滅させられました。また、今年の 1月15自

には、角田浜から越前浜にかけての海岸で、

ベニヒワ、マヒワ、アトリ、ハギマシコの数

羽という群に出合う乙とができました。強風

の中、私の足元を白い腰を見せながら飛び去



っていったアトりには、野鳥にとっての冬の

厳しさを見せられた思いがしました。

秋よりもさらiζ澄み渡った青空の下に、遠

く佐渡ケ島が浮び、その前を長いカギになっ

てウミウ、ヒメウが渡ってし、く。鏡のように

平な海に白い眉をしたビロードキシクロが浮

んでいる。そのような光景を見ると、冬の突

き刺すような寒さも忘れてしまいます。

私が、冬の海岸をフィーノレドlζ しているの

には、もうひとつ恩由があります。それは、

冬の荒波に負け、生れ故郷iζ帰える乙となく

型車れた野鳥逮を記録する乙とです。乙れまで

ウミスズメ、コウミスズメ、フJレマカモメ、

ハシブトウミヵーラスなどを記録し、貴重な資

f 初めての探鳥会一一「＼

＼一一一一一 西蒲吉田町 深漂るみ子ー／

乙の春5月、新潟市の海浜公園で行われた

「探鳥会」なるものに初めて参加させていた

だきました。自然の豊富な西諸原郡のど真中

に住んでいるくせに、スズメとムクドリの区

別 くらいっくにしろ、庭iζよく来る小鳥の名

も知らないまま過どしてきた私（たまに図鑑

など調べてみても見分け方を知らないために

「000」かしら？で終わってしまうのが常

でありました。） 』ζとっては願つでもない機会

で、早朝眠い目を乙すりつつも胸をわくわく

させて参加しました。野鳥の会の方を中心に

多勢集まった市民の中に混じり、双眼鏡の見

方も教えていただき、 会員の方のかつぐ望遠

鏡に貨をきながら、小グループに分れ、いざ探

鳥が開始されました。

鳴き声lζ耳をすまし（まだどれも同じよう

に聞乙えてしまい、 「ああ、わかった／」と

喜んでも再度それを耳にすると「あれ？」と

混乱してしまいますが。） すばやく視線をその
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料として私の所iζ保管してあります。

1981年1月15日、西蒲原郡の角田浜から新

潟市の新川河口までに観察された野鳥は次の

とおりでした。（天候晴 11: 00～15 : 30) 

ヒシクイ （7羽）、マガ．モ （1 ）、カモsp

( 4）、 トビ (18）、 ノスリ （2）、 シロチ

ドリ (14）、 タゲリ（ 2）、ハマシギ （1 ）、

ミユビシギ（25）、カモメ （1 ）、キジバ ト

( 10）、 ヒバリ （17）、ハクセキレイ (17）、

イソヒヨドリ（5）、ツグミ（ 1 ）、ホオジ

ロ (16）、カ シラダカ（66＋） 、 アトリ（土

90）、カワ ラヒワ（75）・、 マヒワ（ 8）、ペ

ニヒワ (15）、ハギマシコ （土57）、ハシボ

ソカーラス（45)

方向に走らせます。 教えていただきながら、

鳥の姿を追いキョロキョロする私……。双眼

鏡の中lζ、アオジ、クロツ グミ 、ヒヨドリ等、

何種類もの姿を鮮やかに発見した時の感激は

いいようもありません。迂闘にも見過ごして

きた、身近な自然の中iζあれだけの小鳥たち

が存在していたという ζ とは全く新鮮な篤き

で、改めて自然の大きさと多様性を知った次

第です。

今後もひとつひとつ鳥の名前と顔が一致す

るよう努力する所存でありますので、何卒よ

ろし くお導き下さいますようお願し、申し上け．

、、＿.／

ます。 」ノ

コノハズク （小野島）



ぐ第27醐大会開催さh

新潟市 佐藤 弘＿＿＿，，，

6月6目、桧原湖を渡るさわやかな風の中、

国民休暇村で大会行事が始まりました。支部

報告は、秋田県支部から森吉山のクマゲラ保

護の経過が、埼玉県支部からは約600名の会

員で、専従職員3名とパートタイム 1名を有

する、独特の活動内容が報告されました。そ

「蓮華温泉探鳥会

至
唾

J

倉
山

王，
hme象

を包litヲモ．包思皇え

平地では冬季に漂行して来るJレリビタキ ・

ウソ ・キクイタダキ等5・6種しか見られな

い亜高山鳥の探烏会が7月4・5自に16名の

参加者で行なわれた。降っていた雨も温泉が

近づくにつれ止み、7時から親睦を兼ねての

） 予習会乙ろには星が瞬くほどになり予習会終

了後、ぺンライトを頼りに野天風自へワンカ

ップと体を温めに行った会員がいたとか、い

ないとか。翌5日は絶好の探鳥日和、天狗の

庭を目指して出発。道中、手が届くほどのコ

ど四y郷；；；~；；c己

してマスコミでも報道された、オオタカを密

猟から守る栃木県支部の報告、並びにボラン

ティアの応援呼びかけがありました。

翌朝の探鳥会は、会津銘酒の残り香？を慕

うカやプヨを払いながら、五色沼ハイキング

コースで3時聞にわたり、音lと聞く裏磐梯高

原の鳥逮lζ堪能しました。

（ 出席者尾身秀雄小松吉蔵小松キ）

ソ杵糊純一 山谷正喜 佐 藤 弘 ／ 

糸魚川市 伊藤卓
〉

マドリやウソを見、姿は似ていてもそれぞれ

に鳴くホトトギスの仲間の声。暖れ声のホシ

ガラス。天狗の庭から望む鉢ケ岳、雪倉岳の

銭雪lζ影を落としてハチクマが悠々と舞って

いた。ただ、イイですねーの一言。 早朝より

汗を流した後のおにぎりが小さく見えた。食

事後は兵馬の平へと下りる者、しばし作む人

といろいろ。メ ボソムシクイがふる様に鳴く

探鳥会でした。（確認した鳥）ハチクマ ・キジ

ノミト ・ジュウイチ ・カッコウ ・ツツドリ ・ホト

トギス ・フクロウ ・ヨタカ ・ハリオアマツノぜメ

．アマツバメ ・アカゲラ ・ツバメ ・イワツバメ

．キセキレイ ・ビンズイ ・モズ ・ミソサザイ

・カヤクグリ ・コマドリ ・コJレリ ・Jレリビタキ

．マミジロ ・ウグイス ・メボソムシクイ ・セン

ダイムシクイ ・キクイタダキ ・キビタキ ・オ

オJレリ ・サメピタキ ・コカーラ ・ヒガラ ・シジ

ュウカラ ・ゴジュウカラ ・クロジ ・ウソ ・カ

ケス ・ホシガラス ・ハシブトガラス 計38種

れました。去年の様な湧水により水たま りが

なかったので、シギ、チドリの種類は少なか

ったが、 トウネン、ハマシギ、キアシシギな

ど、基本種をじっくりと観察出来ました。

終って、時間の許す人は、 クロツラへラサ
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ギ (12日確認） 、アカツクシカ。モ（8月中旬

より） Iζ会いに、佐潟へ廻り、両種の他、オ

グロシギ、エリマキシギ等々、見るのに忙し

い思いでした。参加50名

（確認した鳥） コガモ トビ シロチドリ

メダイチドリ 夕、イゼン キョウジョシギ

トウネン ハ7 シギオパシギ ミユピシ

ギキアシシギイソシギチュウシャクシ

ギユリカモメ ウミネコ アジサシキジ

ノイト ヒノイリ ショウドウツノイメ ツノイメ

ハクセキレイ イソヒヨドリ オオヨシキリ

セツカ ホオ ジロ オオジュリン カワラヒ

ワハシボソガラスく28種〉

f 川調査一て 今 「
に－~ 南魚沼郡 木下 2/ _..) 

からのアンケー卜によってお乙ないました。

その結果、県内で繁殖するツバメ類3種の分

布峨を郡市単位の図にまとまりました。

ζの調査をステップとして、春、南国から

渡来してきた繁殖するツバメ類について、県

内各地lζ散在する会員皆の観察データを寄り

集めて、その生態をはっきりさせる乙とを継

続する乙とKなりました。

I .ツバメの巣のなかのようすを記録する

観察鏡をひんぱんに愛の巣に出入れされて

は、親はそれに対して讐戒するようになりま

す。巣をのぞくのは最少限にしなければなり

ません。親が巣から離れている時間帯lとお乙

ないます。乙の時間帯を知るためには、繁殖

期間中きめられたコースを、メモをとりなが

ら定期的iζ観察するζ とです。通勤前の30分

で十分です。

。巣内のようすをその場でメモする

観察したととは、その場で記録しておかな

いと、折角の観察がまったく価値がなくなり

ます。繁殖の進行状況が一目でわかるように

しておくと、観察もれの防止に役立ちます。

初卵目、産卵後、解化口、癖化数、巣立数

＼』J

県内全場lζ分布するツバメは、野鳥のなか

で、段も簡単に巣を見つける乙とができ、巣

内観察ICも適しています。 しかし、野鳥に関

心ある人でも巣内を観察したととは、少ない

ようです。その理由は、巣をのぞくと親が乙

なくなる、というツバメへの思いやり精神があ

る乙とと、巣の上部IC人の頭を入れる空聞が

ないので直接のぞく乙とが不可能なためです。

など、一つの巣についてカ ードにまとめてお 」 ノ

けばあとで資料整理の際、能率があがります。

そ乙で、私が今までツバメ調査をしてきた

経験からツバメをいじめないで巣内を簡単iζ

観察する方法をお話したいと思います。

。巣内観察の道具を作る

2m 位の棒の先lζ単車用鏡（廃品利用）を

ネジでしっかり取付けたものを、巣を埴さな

いよう慎重に巣上部へ入れる。巣内は暗いの
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2回目繁殖がl回目と同じつがいによって

お乙なわれたかどうかを知るにも、調査域全

体の繁殖進行状況の表から推定できます。

II .高圧線や建造物に集結するツバメ類

残暑から朝晩の冷えとみが感じられる頃に

なると、いつしか、繁殖を終えたツバメ 、イ

ワツバメの群飛が目立つようになります。渡

去途中と思われるツバメ類の大群が建造物IC



、、．，，

とまって翼を体ませているのでしょうが、そ

の数のものすどさにピックリする乙とがあり

ます。

乙れらの大群が集まる時間、場所、天気な

ど、毎年だいたいきまっているようです。

県内各地、いつ、どんな場所で、何羽位が

何という種が、どんな状況であったか、報告

を集めれば、ツバメ類が新潟県を通過してい

くようすを知る乙とができそうです。

イワツバメと県内では繁錨していないショ

ウドウツバメについて、その渡去時の生態に

ついて両種の識別がはっきりしていないζと

。

などで、今まで不明な乙とが多かったようで

すが、会員の皆からの観察データが解明して

くれると思います。

参考文献

・内田康夫、ツバメの観察‘自然の教室 No.126

私たちの自然 口本鳥類保護連盟

・長谷川和正‘燕市の名の由来． 県支部報No.5 

・木下弘ツバメがやってくる ルーペNo.4 

六日町理科教育センター

・日本野鳥の会新潟県支部新潟県におけるツ

バメ鎖3種 （ツバメ、コシアカツパメ 、イワ

ツバメ）の分布一I.繁殖期の分布と繁殖地

〈特集珍鳥途来．イノ〉

1 ）鳥屋野潟のセイタカシギ

新潟市 白井康夫

7月4日 14時30分

久しぶり lζ鳥屋野潟へ出かけたと乙ろ、乙

の日はいつもより水量がずっと少なく 、中州

の回りは広い干潟ができて水鳥にはとても良

い条件だった。

プロミナーで、シロチドリ、サギ等を、観

察していたと乙ろ発見。赤くて長い足、白い

下面、背は黒と美しい姿は、まぎれもなくセ

イタカシギである。

」 J 餌をさがしながら、水際を歩き回り、深い

所まで行くと、また浅瀬まで飛んで来るとい

うバターンをくりかえし採食していた。

図鑑と照合したと ζろ、雌の成鳥であり、

付近を見回したが、雄の姿は見られなかった。

思わぬ珍鳥の出合であった。

2）クロツラへラサギ鳥屋野潟に渡来

新潟市 小松吉蔵瀬尾澄子佐藤弘

珍鳥クロツラへラサギl羽が、 7月JO日鳥

屋野潟で観察された。風間辰夫氏によれば、

県内では1956年日月 l口IC償越村で死体が拾

得された乙とがあり、今回が2度目の記録と

のすまである。わずか4時間程の滞在で飛び去

った。

・体形 ・姿勢

他の白サギ頬lと比べ、胴はズングリし直立

形ではなくかなり機向き、首と足は太くて短

かめ。巾広く先端がシャモジ状の特徴的な鳴

長髪のようlζボサッとした冠羽がある。

・色彩

羽毛は全身白色、飛期時の翼先端lζ黒色が

ある。足と鳴は黒、目を含み額迄黒い。

小松は水路続きの清五郎潟において50～60m

の距離で観察し、I費の前半分程に黄色味があ

り、その中lζ黒の繍縞が多数ある ζと、目先

にも黄色がある乙とを確認した。

ャ文、羽毛はダイサギの如く透き通るような白

ではなく 、少しボケた白と表現する。

・採餌行動

水中lζつつ乙んだ鳴を左右iζ振る独特な動

作。かたわらのダイサギが、突きで魚をねら
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うのと好対象。

クロツラヘラサギ （銀影 ：常山秀夫）

3）今夏、新潟空港でオオセッ力、オオ

ジュリン、チュウヒ、ベニマシコを観察

新潟市 千葉 晃

新潟空港と阿賀野川河口左岸一帯は広 と々

した草地で鳥影も多く、私の好きな探鳥地の

ひとつです。乙のあたりはコアジサシ、シロ

チドリ、オオヨシキリ、コヨシキリ 、セッカ、

ヨシコポイなとの繁殖地として利用されていま

すが、今夏（ 7・8J=J ）珍客がみられたので

お知らせします。

オオセッカ： 7月18～241=1、滑走路脇の

アシ原でさえずる雄一羽を観察。草丈約 l.5

mのイネ科植物の茎をソングポス卜 lζ利用し、

大きなよく通る声でジュビジュビジュビジュ

ビジュビと鳴き、時々鳴きながら3汎ほどの

高さに舞い上がっては元の茎にもどる動作を

繰り返した。繁殖の確証は得られていない。

オオジュリン： 7月18～8月16日、前種

を見た同じアシ原でさえずる夏羽の雄成鳥2

羽 （ζのうち l羽は右足lζアルミニウム製の

足環が付けられていた）の他、餌を運ぶ雌成

鳥 2羽と巣立子と思われる雌型の個体2羽を

観察した。足環の付いていない雄はさえずり

活動が活発で、アシ原内に数カ所のソングポ

ストを持っていた。巣は確認できなかったが

上記した状態から繁殖は確実と思われる。

チュウヒ ： 7月18日～8月16日、新潟空

港内の別のアシ原で雌成鳥ー羽を約5回目撃
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した。飛び立ってもすぐアシ原κ舞いおりる

乙とが多かったが、 8月l日の朝は空港内を

広く飛び回り、餌をさがしている様子だった。

ベニマシコ ： 8月16目、空港内の日本海

lζ面したアシ原で地鳴きをしながら飛びまわ

る雄成鳥一羽を観察した。羽衣の紅色はひと

きわ鮮明で美しかった。しかしチュウヒと同

様、繁殖の確証は得られなかった。

上記の他、チョウゲンポウ （2羽）やハヤ

ブサがみられ、シギ・チドリ類も少なからず

渡来しました。

4）アカガシラサギ

新潟市 高辻 洋

7月11日8時乙ろから、佐潟荘の先の聞け

た場所で三脚を立て、 白いものを中心に焦点

を合わせていた。－狙いはもちろんクロツラヘ

ラサギであるが、いやにゴ．イサギの幼鳥が自

につく。 前方へ続く松林の手前の水際を見る

とコイサギの幼鳥の隣に見慣れはい鳥がいる。

背丈はコ♂イサギの半分くらいで体型はヨシゴ

イを少し太らせたような感じである。背は灰

黒色で－頚から上は茶褐色、喉から胸にかけて

白っぽい縦斑がある。鳴は長く黄色で先端は

黒く 、はばたいた時翼は純白であった。何で

あるかま ったく見当がつかず、まだ見たとと

のないサギ類の幼鳥か何かだろうくらいに思

いながらノートに特徴をスケッチしておいた。

、』J

翌日県自然保護課の本問先生に見てもらった 」ノ

と乙ろ、即座iζアカヵーシラサギだろうとの返

撃をいただいた。ただ、図鑑にあるゴイサギ

とアカガ．シラサギの体長の差にくらべアカカ’

シラサギのほうがずっと小さく見えたとと、

図鑑ではダイサギのように首を長く描いたも

のが多かったととから半信半疑であったが、

頭の伸縮で見かけが違う乙とは十分あるだろ

うとの本問先生のお話と、高野伸二さんの図

鑑lζ見たとおりの絵が載っていたととから自

分なりに納得した次第である。だとすれば新



潟では十数年ぶり二度目との乙とで、乙れだ

から素人は何をしでかすかわからないと我な

がら恐縮している。

（追） 10月16日～17自にかけて粟島で宮越 ・

曽我 ・小野島Kよりアカガシラサギ冬羽l羽

が観察され、写真映影もするととができた。

5 ）アカツクシガモの飛来について

新潟市 曽我信男

1981年8月18日、新潟市赤塚の佐潟におい

て、アカツクシカ。モ l羽を観察したので報告

します。

~ 同日の天候は晴、1000ミリのレンズをかっ

いで佐潟へ野鳥の写真を織りに行ったと乙ろ

赤塚派出所から約200メートル離れた水田に

カノレカ’モ4羽の群とともκ休息しているアカ

ツクシガモl羽を発見しました。

休息時のアカツクシガモは、カルガ．モより

少し大きいくらいで頭部の淡色が目立ち、胴

体部の赤褐色と風切羽の黒とが鮮やかなコン

トラス トで大変美しく、頭を縮めている時は、

頭の中央部に細いがはっきりした輸が見られ

ました。しかし、顕を伸ばした時は、輸は出

ず、頭部からの淡褐色と胴体からの赤褐色の

段のように見えました。

写真撮影のため、約50メートルIL近寄った

ととろ、カJレガ．モとともに飛び立ちましたが、

アカツク シガモ l羽のみが佐潟の上空を旋回

-.___.. し、飛び立った地点から約70メートル離れた

佐潟の湖面K舞い降りました。飛期時はカノレ

ガ．モより一回り以上も大きく見え、はばたき

はカρンの仲間のようにゆるやかでした。また

上面、下面ともに、黒い風切羽と白い雨覆い

羽のコントラストが鮮やかでした。

最近、飼育されていた鳥が逃げ出して野外

で観察される例が多いが、本個体は飛期力が

強く 、風切羽iζ大きな破損もなく、警戒心も

強いため、野生のものと思われます。

アカツクシガモは、本州、佐渡、九州など

lζ数の少ない冬鳥として渡来しますが、本県

では、乙れまで、 1933年iζ長岡で捕獲された

のをはじめ、数回の記録があります。

1977年に愛知県渥美郡田原埋立地で越夏し

た記録があります。

9月13日の四ツ郷匡浜探鳥会iζ続いて行わ

れた佐潟の探鳥会では、クロツラヘラサギと

ともに姿を見せ、参加者をよろ乙ばせました。
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アカツクシガモ （撮影：曽我信男）

6 ）コジュリンとツバメチドリの観察

村上rfi 宮越一俊

8月2日、福島潟。真夏の太陽の下でホオ

ジロの声に似た、それよりも更に張りのある

三音節の聞きなれない声を聞いた。声の主は

コジュリンであった。ギシギシの枯れ穂の先

にとまって盛んに鳴り、時には地上におりて

も鳴るコジュリンをみて、ホオジロ等とは大

部習性が逢うと号、った。乙の日は雄 l羽が観

察されただけであるがその後県支部のメンバ

ーによ って雄2羽、雌l羽が確認された。福
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島潟での繁殖の可能性もあるのではないかと

思われたが今年は確認されなかった。乙の点

lζついては来年以降の観察K期待したい。

※ 

閉じく 8月2目、福島潟で5羽のツバメチド

リを観察した。 5羽とも幼鳥タイプであった

が成鳥も 7月末頃には換羽して幼鳥羽になる

らしいとのととであるから成鳥が含まれてい

たかどうかは不明である。尚、翌3自には7

ツバメチドリ （銀影 ：曽我信男）

結器諮器3
・池田 国夫（新） 〒942 上腿市春日新田

2丁目23-25 協和化工機

アバート 1 棟 2F 4号

・佐藤 弘（新） 〒950-21新潟市松海が

丘2丁目13番3号

・箕口 秀夫（新） 〒950-21新潟市五十嵐

の町9114 第7みどり荘2号

・永井 武（新） 〒950新潟市山木戸3丁

目2番8号

・深沢るみ子（新） 〒959-02西蒲原郡吉田

IHI学校町5049

器禁詑詑3
下記の方々が新入会されました。傑鳥会で

お待ちしています。鳥だより、写真、スケッ

チなど気がるに事務局までお願L、します。

。
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羽が観察された。ツバメチドリはほとんど何

も生えていない畑（裸地）を好むらしく、そ

の後も同じ畑で観察されている。餌はトンボ

が多く、トンボが飛んで来ると低く体をふせ

て近づくのを待ち、パッととびついて捕える

光景が時々観察された。ツバメチドリについ

ても福島潟での繁殖の可能性が考えられるが

今のと乙ろは不明である。

コジュリン （銀影 ：常山秀夫）

• J 99岩島裕子 951新潟市開匡恵町4-5 

早領荘

• 200小林義久 940長岡市希望が丘南5丁

目7-27 

・201河村繁雄 950新潟市大形本IDT1丁目

3の4号

・202箕輪自ー 940-02栃尾市小貫1015一

砂編集後記‘
昭和56年、酉年。 1月15日iζ岩船港でコク

カ会ン、ハイイロヒレアシシギを観察して以来、

5月の粟島でのわが国初記録のタカサゴグロ

サギの観察など、春から夏、夏から秋にかけ

ても珍鳥の渡来があとをたたず、今回はその

数々を特集しました。乙れもひとえに野鳥を

観察する皆さんが増えたζ とが第 lと思われ

ます。ζれからも身近かな場所を中心IC観察

を続けて下さい。思わぬ収穫が得られるかも

しれません。 （編集部：小野島学）

、、，J


